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蔵王連峰はまだ多くの雪を纏っていますが、学校の裏を流れる松川のほとりは、うららかな春の陽気に包
まれ、草花で彩られはじめました。蔵王キャンパス開校後１年が経ちますが、１年生の皆さんは蔵王高校の先
輩方とともに様々な活動に取り組み、多くのことを学んだことと思います。４月には新１年生を迎えることに
なりますが、中堅学年として、また学校の要として、蔵王高校３年生の皆さんをサポートしながら、小さな学校
だからできること、小さな学校でしかできないことを日々追究しながら、かけがえのない高校生活を送って
いくことを願います。今号では1月からの取組について紹介します。

１月２３日（金）に蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール）を会場に、「ＺＡＰ等学習発表会」を実施しました。

会の名称にある「ＺＡＰ」は、「蔵王高校と白石高校蔵王キャンパスが「蔵王タイム（総合的な探究の時間）」や各教

科等で取り組んでいる進路探求学習やジオ活動などの各活動を総合的につなげた「蔵王あすなろプロジェクト」

の略称です。本年度の発表テーマは次のとおりです。

１学年（白石高校蔵王キャンパス） ２学年（蔵王高校） ３学年（蔵王高校）

○演劇－蔵王町の歴史－ ○職業体験報告 ○地域振興提言

○蔵王町の災害を伝承する ○修学旅行報告 ○福祉学習の取組

○蔵王町の歴史－戦争と平和－ ○クラブ・ジオパーク活動報告 ○地理総合「永野小学校連携学習」

○ゲートボール部の活動報告 ○合格体験発表（進路報告）

当日は、各活動に御協力いただきました蔵王町関係各課の皆様をはじめ、多くの御来賓の方々、保護者の皆

さんに参観いただきました。発表者は、多くの聴衆を前に緊張したようですが、練習やリハーサルの成果を発揮

し、堂々と自信に満ちた面持ちで学習への取組や学んだことなどを発表しました。

１月２４日（土）に県庁で行われた「みやぎ高校生フォーラム」に蔵王高

校・白石高校蔵王キャンパスの代表として、１学年の菊地健人さんと伊藤

錬さんが参加しました。本フォーラムは県教育委員会主催で例年実施さ

れているものですが、本年度は戦後８０年という節目の年に当たること

から、「平和な社会の実現に向けて私たちができること」をテーマに代表

校発表やパネルディスカッションが行われました。本校はポスターセッシ

１年生は蔵王町に

伝わる昔話を演劇

で表現しました。発

表は校内で録画編

集した動画を上映

して行いました。

ジオ活動や避難訓練などを通して学んだ火山災害（融雪

型火山泥流など）の特徴を踏まえて、地域の人々や次世

代にどのように伝えればよいかを考えました。

大きなステージで多くの方を前に発表す

るのは緊張したようですが、この経験を今

後の活動に活かしてほしいと思います。

県庁ロビーで行われたポスターセッションは、各校

の代表生徒が、戦争や平和をテーマに地域の歴史

などについて調べた内容を発表しました。



ョンで他校生や一般来場者を対象に、蔵王町にまつわる戦争の歴史について、北原尾

地区の名前の由来や蔵王町とパラオ共和国との交流を取り上げて紹介しました。現在

も世界各地では国家間の紛争が起こり、多くの方が苦しんでいます。戦争を知らない

世代に何ができるのか、何をなすべきかを考えることができたようです。

１月３０日（金）には、新潟県立糸魚川白嶺高校が主催となって行われた「白嶺防災フ

ォーラム（オンライン会議形式）」に参加しました。本フォーラムには前年度から蔵王高

校が参加しましたが、本年度は活動を引き継ぎ、１年生が参加しました。

本年度は、地域の特性を踏まえた防災に関する伝承例や活動のアイデア

を発表する内容で、主催校・本校の他に宮城県多賀城高校や高知県立室

戸高校の皆さんが参加しました。参加各校は、学校が所在する地域の災

害特性を踏まえた防災・減災に取り組んでおり、そのアイデアや活動は参

考になるものばかりでした。活火山を擁する蔵王連峰の麓に所在する高

校として、地域の防災・減災のために何ができるのかを考えるきっかけに

なりました。

２月５日（木）に１・２年生合同でメンタルヘルス講話（精神保健研修）を

実施しました。本講話では、東北医科薬科大学病院の福地成先生を講師

にお招きし、「心の健康はみんなで支え合うもの」をテーマとしてワークシ

ョップを取り入れながら行われました。講話ではソロモン・アッシュの実験

を取り上げながら、同調効果・同調行動という学校生活や社会生活で見

られる心理特性を踏まえて「自分はどうあるべきか」を考えたり、心の状

態を表す言葉を挙げ、多様な他者の有り様について考えたりなどしまし

た。本講話を通して、辛いときに一人で何とかしようとしなくてもいいこ

と、些細な言葉がけや行動が意味をもつことなど、心の健康を保つため

に必要なことを改めて知ることができたようです。
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学校ホームページ

には右のＱＲコー

ドからアクセスで

きます。

学校ホームページの内容は随時

更新しております。また、週間予

定については一斉メールで毎週

末に連絡しておりますので御確

認ください。

学年末・学年始の予定は、一斉メールの内容を確認してください。

ポスターセッションでは他校生の他、

県教育委員会や高校の先生方に対し

て、地域の戦争にまつわる歴史、平和

への思いなどを発表しました。

オンライン会議でしたが、他校

生との交流は新鮮であり、刺

激になりました。

本校は、ジオ学習との関連を踏まえた災害伝

承のアイデアを紹介しました。他校生からは蔵

王ジオパークに関する質問などがあり、自分た

ちの学びを振り返る良い機会となりました。

一人ひとりが明日の学校生活に向け

た心のエネルギーを満たすために、日

頃から円満な友人関係を築くことが

できるよう心がけましょう。そのため

に必要なのは心が温まる言葉のかけ

合いです。

人は一人では生きていけません。学

校という小さな社会で、互いに尊重

し、支え合いながら、卒業後の社会

生活で求められるスキルを身に付

けていきましょう。


